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「里山の維持再生ゾーン」の実現に向けて
　～市民協働による持続可能なまちづくりのモデルケースとして～

学研企画課　☎75-1201　E-mail:kikaku@city.kizugawa.lg.jp

　学研木津北地区に、山城の城跡があることをご存じですか。
　この山城の名称は、鹿背山城といい、一般的に知られている天守閣を持つ城とは異なり、山の尾根に築かれた
石垣のない中世の山城です。
　この日、この山城の整備を進める「木津の文化財と緑を守る会」の研究部会である「鹿背山何でも知ろう会」が
見学会をおこないました。

■鹿背山城とはどのような城？
　約40人の参加者は、鹿背山城を見学する事前学習として、
木津の文化財と緑を守る会の岩井会長から「鹿背山城の概
要」、内田氏から「鹿背山城の防御施設」について講演があり
ました。
　講演では、鹿背山城の築城年は不明であるが、史料などか
ら15世紀には存在しており、中世城郭としては山城国（現在
の京都府）最大であることなどの話がありました。

　
　
■鹿背山城までの通路には
　鹿背山城の城郭までの通路には、山の尾根を人工的に削
り（堀切）、谷の中に縦土塁を造るなど防御の知恵が多くみ
られます。
　参加者からは「山城を造るには、相当の費用や月日が必要
であったと思う。現在のような機械が無い時代にも関わら
ず、この規模の山城を築城したことに驚いている。」との話
がありました。
　

■鹿背山城からの眺望は
　鹿背山城までの急な斜面を登った先に、ようやくたどり
着く主郭からは、木津川市内のみならず、京田辺市までを一
望できます。参加者からは「大和国にとって、物流の拠点で
あった木津川を見晴らす（監視する）には、この上ない地点
であると考える。中世に戻った感じを楽しめた。鹿背山城か
らの眺望を体験できて良かった。」との声がありました。

第３回『鹿背山城何でも知ろう連続講座』
　1月26日、「鹿背山何でも知ろう会」が鹿背山城見学会

エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物減量等推進員の会）
事務局：〒619-0214 木津神田 2-1（木津川市リサイクル研修ステーション内）
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あなたも推進員になって、楽しく、これからの木津川市の環境を考えてみませんか？あなたも推進員になって、楽しく、これからの木津川市の環境を考えてみませんか？

循環型社会の実現に向けて循環型社会の実現に向けて

こ の 1 年 の 活 動

くるっとだよりくるっとだよりくるっとだよりＮo.18Ｎo.18

市役所住民活動スペースで、「ぎ
ゅっとひとしぼり運動」の啓発を
するとともに、手芸教室や、くる
っと農園産の野菜、古布ぞうりの
販売もしました。

ガーデンモール木津川でのフリ
ーマーケット会場でも「ぎゅっと
ひとしぼり運動」の啓発活動をし
ました。

木津川市ごみ減量化推進計画（もった
いないプラン）が平成25年1月に策定され
ました。
これによると、家庭から出される「燃や
すごみ」の約50％が生ごみで、生ごみの約
80％は水分で占められています。
「くるっと」は、生ごみを捨てる前に一
度しぼって、水分を減らそうという「ぎゅ
っとひとしぼり運動」の推進を、今年のメ
インテーマに活動しました。
「くるっと」のイベントで、実物展示・
パネル・水切りネットの配布などで啓発
活動をおこないました。
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楽 しくリサイクル

フ リーマーケット

家庭で眠る不用品
を交換する場とし
て開催しました。

不要になった衣料な
どを再利用する古布
ぞうり教室、エコ洋裁
教室、エコ親子教室な
どを開催しました。

生ごみでつくった
堆肥で農作物の栽
培実験をしていま
す。

市民に環境につい
て関心をもっても
らう為に、リサイク
ル研修ステーショ
ンで開催しました。

大阪湾にあるごみ
の最終処分場を見
学しました。

フリーマーケット
10月20日（日）

環境まつり 11月16日（土）

エコ洋裁教室（年2回）

視察研修

エコ親子教室（紙すき）古布ぞうり教室
（年3回）

くるっと農園の運営

やまじろ
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